
第２８回 建材情報交流会（平成２１年１０月２０日）

環境と省エネ“住まいの快適設計とエネルギー”

「エネルギー効率に配慮した

建材情報交流会 －建築材料から「環境」を考える－

住宅設計について」

大和ハウス工業㈱ 総合技術研究所

地球温暖化防止研究グループ 工藤 隆一



お話の内容

○住宅におけるエネルギー消費の現状

○建物の省エネ

○設備の省エネ○設備の省エネ

○暮らしの省エネ

※事例の紹介



我が国のエネルギー消費動向

1990年度から2004
年度までの伸びは、
産業部門がほぼ横
ばいであるのに対ばいであるのに対
して、民生部門が
1.3倍、運輸部門が
1.2倍になっていま
す。

出典）資源エネルギー省「省エネルギー白書2006」



品目別家庭用電力消費の推移
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出典）資源エネルギー省「省エネルギー白書2006」



家庭における用途別エネルギー消費

※出典）平成19年8月国土交通省 住宅・建築分野における省エネルギー対策の現状について



住宅の省エネルギー基準

Ｈ11年

Ｈ4年

Ｓ55年

ほぼ同じ



部位からの熱損失の割合

高断熱サッシ＋複層ガラス（low-e）
Ｕ＝2.91[W/m2Ｋ]

アルミサッシ＋単板ガラス
Ｕ＝6.51[W/m2Ｋ]

※弊社試算（Ⅳ地域の場合）

開口部の高断熱化が
最も効果的



建物の省エネ化



器の省エネから実質的な省エネへ

これまでの省エネ住宅 ⇒ 高断熱高気密住宅

・“器”の高性能化

・冷暖房エネルギーは住宅全体の約１/３

設備機器を含めた総合的な省エネ住宅

・給湯などを含めた消費エネルギーの削減

・機器の効率を考慮した設計



総合省エネ基準－１

改正省エネ法（住宅建築事業主の判断基準） 2009年４月

断熱性能 照明設備
空気調和設備

暖冷房設備 換気設備
給湯設備

○一次消費エネルギーの基準達成率（％）で評価

○建売住宅を年150棟以上建設している事業主に課せられる届出義務

○目標年次までに、平均で達成率100％をクリアしなければならない

一次エネルギー消費量を算定し、省エネルギー性能を評価

太陽光発電設備等の効果も考慮

暖冷房設備 換気設備



総合省エネ基準－２

一次消費エネルギーの
基準達成率 [％]

断熱性能

照明設備

換気設備
通風措置

太陽光発電

基準一次エネルギー
消費量

[GJ/年・戸]

評価対象住宅の
一次エネルギー消費量

[GJ/年・戸]

×100＝

給湯設備

節湯器具
冷暖房設備

照明設備



総合省エネ基準－３
エネルギー
消費量合計

[GJ/年]

上段：基準値

下段：
特定住宅消費量

高効率
エアコン

高効率
エアコン

ガス瞬間式
従来型

新築時
設置なし

壁付け排気
用ファン

49
Q=4.2ex-1

照明
[GJ/年]

換気
[GJ/年]

84%

達成率
断熱
性能

暖房
[GJ/年]

冷房
[GJ/年]

給湯
[GJ/年]

※Ⅳb地域の場合

エアコン エアコン 従来型 設置なし 用ファン

16.5 5.1 22.2 11.6 2.7 58.1

高効率
エアコン

高効率
エアコン

ガス瞬間式
従来型

新築時
設置なし

壁付け排気
用ファン

49

12.2 5.5 22.2 11.6 2.7 54.2

高効率
エアコン

高効率
エアコン

エコキュート
（節湯型機

器あり）

新築時
設置なし

壁付け排気
用ファン

49

12.2 5.5 13.7 11.6 2.7 45.7

Q=4.2

Q=2.7

Q=2.7

ex-1

ex-2

ex-3 107%

84%

96%



冷暖房機器の選定－１

入力
（消費エネルギー）

出力
（暖房エネルギー）

電気式暖房機器の効率

（消費エネルギー） （暖房エネルギー）

エアコン 1 3～6

電気式床暖房 1 0.9

電気蓄熱式暖房器 1 1

近年、全国的に普及が著しい。深夜電力を利
用するので省コストではあるが、省エネ省
CO2ではない。



冷暖房機器の選定－２

エアコンの効率は能力が小さい機種の方が高い
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※2009年度某社製上位シリーズの場合
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冷暖房機器の選定－３

エアコンの負荷と機器効率
負荷に対し過大な

機器を選定

出所；温暖化対策とハウス・オブ・ザ・イヤー・イン・エレクトリック 東京大学坂本雄三先生講演資料より

低負荷運転が増加
（機器効率の低い運転が

多くなる）

負荷と機器能力の
最適化が必要



冷暖房機器の選定－４

同じ大きさの部屋に能力の違うエアコンを
設置した場合の消費電力量

4,0Kwタイプ4,0Kwタイプ

2.8Kwタイプ

※試算条件：対象室 １４畳、断熱仕様 弊社Ⅳ地域標準、気象条件 東京 、運転条件 間欠運転



冷暖房機器の選定－５

大きなエアコン 最適エアコン
設備費が安価

＜断熱性能が低い住宅＞ ＜断熱性能が高い住宅＞

すきま風

熱の逃げ

大きな

温度差

強い気流

気流感が少ない

乾燥を

感じにくい
温度差が

小さい

運転費が安価

乾燥感



設備の省エネ化
高効率エアコン

高効率照明

熱交換型換気

ヒートポンプ給湯器

ガスエンジンコジェネ

LED、電球型蛍光灯、調光システム等

手元止水シャワー タッチ水栓

節湯器具

高効率照明
高効率給湯機



エネルギー消費の調査例－１

照明等

607

916

803

400

472

暮らし方で
大きな差がでる

エアコン

給湯

家電

調理
換気

照明等

A様邸 B様邸 C様邸 D様邸 E様邸

400

※同一団地（関東）における弊社住宅（同一仕様）５邸様の2008年8月分電気使用量。電力合計値は東京電力伝票値。
※エアコンと給湯は電力測定器による測定値。家電は訪問時アンケート調査に基づく推定値。調理と換気は弊社試算値。

単位：Ｋｗｈ



エネルギー消費の調査例－２

エアコン（冷房）の消費電力 Kwｈ ※2008年８月

暑さを我慢して
いるのか？いるのか？

19
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64
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86

A様邸 B様邸 C様邸 D様邸 E様邸

※同一団地（関東）における弊社住宅（同一仕様）５邸様の2008年8月分の測定値。



調査邸の室温

35
E様邸

2008年8月7日～8日
リビング室温 エアコンを多用しているお

宅に比べ室温は高い。

20

25

30

0:00 6:00 12:00 18:00 0:00 6:00 12:00 18:00 0:00

温
度

（
℃

）

B様邸

※弊社測定値



ヒアリング調査

「この家はすごく風通しがいい。どの部屋もよく風が

通る。家に帰って窓を開けると結構涼しい。極力窓を

開けて寝る。」（Ｅ様）

「窓を開けると涼しいので、出来るだけエアコンに頼

らず通風を心がけています。」（Ｃ様）



暮らしの省エネ

○暮らし方によって、消費エネルギーは大きく異なる。

○設計者の意図や省エネに関する暮らし方など、オー
ナー様に対する情報伝達が十分とは言えない。

建物や設備の省エネ化
＋

暮らし方提案・省エネサポート



オーナー様に対する省エネサポート

オーナー様向けwebサイト



事例紹介



2008年3月に街開きをした
越谷レイクタウン（埼玉県）で
は、戸建住宅（132戸）と分譲
マンション（500戸）の一体開

~ 自然と調和した街づくり ～

発を行い、地域の自然を最大
限活かし街区全体でCO2を
20％以上削減することを目指
しています。
この両街区における取り組み
が評価され、環境省から「街
区まるごとCO2 20％削減事
業」に採択されました。



地域の風を活かし、
街に流れる風をコントロール



街区の風況シミュレーション
風況シミュレーションをもとにした

建物の配置、開口部のレイアウト、
植栽計画を実施。

※東京大学生産技術研究所 大岡研究室によるシミュレーション





建物の通風計画




